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泌尿器科領域 におけ るNY-198の 臨床 的検 討

土 田 正 義 ・西 本 正

秋田大学医学部泌尿器科

(主任:土 田正義教授)

各種泌尿器科感染症に対し,新しく開発された合成抗菌剤NY-198を1日300-600mg投 与し,臨床

的検討を行った。

検討症例は急性単縞性膀胱炎2例,慢 性前立腺炎1例,急 性副睾丸炎1風 複雑性尿路感染症7例

の計11例である。

これらの総合臨床効果は主治医判定で急性単純性膀胱炎2例 と,慢性前立腺炎1例 は有効,急 性副

睾丸炎1例 は無効であった。

またUTI薬 効評価基準に合致した複雑性尿路感染症例は5例 であり,その臨床効果は著効2例,有

効2例,無 効1例 で総合有効率は80%で あった。

副作用は1例 にふらふら感が認めら礼 また臨床検査値で血小板増多と軽度のALP上 昇がみられ

た。

NY-198は 北陸製薬(株)研究所で新しく開発されたピリ

ドンカルボン酸系合成抗菌剤である。本剤はin vitroに

おいて,グ ラム陰性菌のみならずグラム陽性の好気性菌

に対して幅広い抗菌スペク トルと優れた抗菌力を有 して

おり1),尿路 ならびに性器感染症に対して有効なことが

期待される。今回,私 達は泌尿器科領域感染症患者に本

剤を用いる機会を得たので,そ の成績を報告する。

I 対象および方法

対象は昭和61年9月 から昭和61年12月までに秋田大

学医学部付属病院泌尿器科外来に受診した13例である。

性別は男性5例,女 性8例 であり,年齢は21歳から74歳

におよんでいる。疾患別にみると,急性単純性膀胱炎2

例,急 性複雑性腎盂腎炎1例,慢 性複雑性腎盂腎炎2例,

慢性複雑性膀胱炎5例,急 性副睾丸炎1例,急 性非淋菌

性尿道炎1例,慢性前立腺炎1例 である。投与方法はNY

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI cases treated with NY-198

* 
Before treatment

/After treatment



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 827



828 CHEMOTHERAPY JUNE 1988

Table 3. Overall clinical efficacy of NY-198 in complicated U. T. I.

Table 4. Overall clinical efficacy of NY-198 classified by type of infection

Table 5. Bacteriological response to NY-198

in complicated U. T. I.

* Persisted: Regardless of bacterial count

-198を1日 量300mg分3で 投与したもの5例
,1日 量600

mg分3で 投与 したもの8例 であった。投与期 間は,3日

から12日 間であった。

急性単純性膀胱炎,複 雑性尿 路感染症の臨妹 効果の判

定は主治医およびUTI薬 効評価基準(第 三版)2)によっ

て行った。 また急性副睾丸炎は自鮫 状,局 所所見,お

よび尿検査により,慢 性前立腺炎では自覚漉状および前

立腺圧出液(expressed prostatic secretion, EPS)中

の白血球数の変化により,主 治医判定を行った。

副作用の検討は自他覚的副作用の有無を観察し,血 液

検査の可能であった症例では臨床検査値の推移について

検討した。

II 成 績

慢性複雑性腎盂腎炎の1例 と急性非淋菌性尿道炎の1

例は初診日以降来院せず,本 剤の効果および副作用につ

いて検討 し得なかった。この2例 を除いた11例 の臨床成

績 を一覧にしてTable 1, 2に 示す。

急性単純性膀胱炎2例 中1例 がUTI薬 効評価基準に,
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合致し,そ の効果は有効であり,こ の2例 の主治医判定

は,2例 とも有効であった。また主治医判定で慢性前立

腺炎の1例 は有効,急 性副睾丸炎の1例 は無効であった。

UTI薬 効評価基準に合致 した複雑性尿路感染症5例

の総合臨床効果をTable 3に まとめた。膿尿に対する効

果は正常化2例,改 善1例,不 変2例,で 正常化率は40

%で あ り,細 菌尿に対する効果は陰性化4例,不 変1例

で陰性化率は80%で,こ れらを合わせた総合臨床効果は

著効2例,有 効2例,無 効1例 で有効率は80%で あっ

た。また複雑性尿路感染症7例 の主治医による効果判定

では著効2例,有 効4例,や や有効1例 であり,著 効と

有効を合わせた有効率は85.7%で あった。疾患病態群別

の効果はTable 4に 示すとおりである。すなわち4群4

例 は著効および有効であったが,6群 の1例 は無効であ

った。

起炎菌別細菌学的効果をTable 5に 示 した。投与前に

6菌 種9株 が分離さ礼 投与後には9株 中7株 が消失し,

消失率は77.7%で あった。存続 した株はEnterococcus

faecalis 1株,Pseudomonas aeruginosa 1株 であった。

また投与後出現菌はAlcaligenes faecalts 1株 のみであ

った。

副作用に関しては1例(症 例5)で 本剤を100mg 2回 服

用後ふらふち感が出現 した。しかし症状が軽度なためそ

のまま服用 し,処 置を必要 とすることなく投与終了時に

は消失した。また調べ得た9例 でのNY-198投 与前後の

臨床検査瞳をTable 6に 示 したが,1例(症 例10)に 一

過性の血小板増多,軽 度のALP値 上昇を認め,本剤 と関

係あるかもしれないと判定 した。また症例10で は急性腎

盂腎炎による高度な発熱のためインドメタシン坐薬が,

症 例11で は慢性関節 リウマチのためス リンダクが併用

されたが痙攣発作などの副作用は認めなかった。

III 考 察

NY-198は ニューキノロン系合成抗菌剤であり,広範

囲な抗菌スペク トルを有し,す でに市販されその有用性

が高 く評価されているnorfloxacin (NFLX), oflox.

acin (OFLX), enoxacin (ENX)と 同等もしくはそれ

以上の抗菌力を示す とされている1)。そこで今回,本剤の

臨床的検討を行った。

臨床的効果に関 しては急性単純性膀胱炎の2例,慢 性

前立腺炎の1例 は有効であったが,急 性副睾丸炎の1例

は無効であった。この例では一般細菌,ク ラミジア抗原

を検出出来ず起炎微生物は不明であるが臨床的に細菌性

副睾丸炎と考えら礼 無効であった理由として投与量の

不足が考えられる。 またUTI薬 効 評価基準を満たした

5例 の複雑性尿路感染症例では著効2例,有 効2例 と良

好な結果であった。従 って少数の検討例ではあるが,本

剤は泌尿器科感染症に対 して有用な薬剤 と考えられた。

副作用に関 しては,1例 に軽度のふらふら感が出現し

た。本剤においても他のニューキノロン剤 と同様その投

与については中枢神経系症状の発現の有無に注意が必要

と思われる。
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NY-198 IN THE FIELD OF UROLOGY

SEIGI TSUCHIDA and TADASHI NISHIMOTO

Department of Urology (Director: Prof. S. TSUCHIDA), Akita University of Medicine, Akita

NY-198, a new synthetic antimicrobial agent, was administered at a daily dose of 300-600 mg to patients with
urogenital infection.

In all, 11 patients were treated: acute uncomplicated cystitis (2), prostatitis (1), acute epididymitis (1) and
complicated urinary tract infection (7).

Overall clinical efficacy was assessed by the doctors in charge as : 2 cases of acute uncomplicated cystitis,
good; 1 case of chronic prostatitis, good; and 1 case of acute epididymitis, poor.

Five patients with complicated urinary tract infection were evaluated by the criteria of the Japanese UTI
Commitee, and clinical response was excellent in 2 patients, moderate in 2 and poor in 1, the efficacy rate being
80%.

As to side-effects, one case of dizziness was observed. In addition, one case of increase in platelets and slight
elevation of Al-P was noted.


